
県有施設等に関する現状と課題

資料３

１．富山県公共施設等総合管理方針見直しの方向性について
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長寿命化計画の体系図

インフラ長寿命化基本計画【国】 H25.11
「地方公共団体は『行動計画』と『個別施設計画』を策定する」

「富山県公共施設等総合管理方針」策定 H28.2

← 中長期保全計画
（施設別計画）

← 個別施設計画
（類型別計画）

Ａ庁舎

県営住宅 学校施設庁舎等文化施設

本庁舎

H26.4総務省「公共施設等総合管理計画」策定要請
※都道府県、市町村へ要請

公共施設等をとりまく様々な現状や課題を踏まえ、総合的に管理する基本的方針
（H30.7 及び R4.3改訂）

(参考)その他類型

・スポーツ施設
・インフラ系
・公営企業会計施設
・警察施設

・各施設所管所属が作成
・庁舎等については、財産管理室が所管し
「富山県庁舎等個別施設計画」を策定
R3（2021）～R12（2030）

現行計画：R4（2022）～R13（2031）

県有施設等の状況

⇒ 一部は個別に議論
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Ｒ８改訂、数値目標を明記する方向で検討
必要な機能・サービスのあり方を踏まえ、持続可能で、分野横断的観点や行政組織の枠にとら
われないオール富山の観点で、「省インフラ（省施設）」の取組みを検討



○ 2060年までの人口推計をベースに単純計算すると、将来的に
施設保有総量も現在比で約30％～40％の規模の適正化が求めら
れる。

○公共施設に係る県民1人当たりの実質的な負担を、現在の水準
を基準として、長期的かつ安定的に推移させることを目標とし
てはどうか。

総合管理方針における数値目標について
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２．県立文化ホールに関する現状と課題について
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①

Ⅰ．身近なところで文化芸術に親しむ機会の充実

（１）暮らしの中にある文化芸術の普及・啓発
①新しく幅広い分野も含めた文化芸術の普及・啓発
②ふるさと富山の歴史や文化、自然等を学び親しむ

機会の充実

（２）誰もが質の高い文化芸術に触れる機会の提供
①文化施設で優れた美術や文学、音楽、演劇などに

親しむ機会の充実
②富山を舞台とした特色ある文化芸術の振興
③ターゲットに応じた効果的な広報の推進

（４）文化芸術活動の持続的発展の推進
①文化芸術がつなぐ交流の輪と自発的な活動の促進
②文化芸術活動の新たな担い手の掘り起こし
③県の文化芸術をみんなで盛り上げる仕組みづくり

（３）誰もが文化芸術に親しみ、参加できる環境が整い、
誰もが表現者となれる機運の醸成

①インクルーシブな文化芸術活動の推進
②文化施設の多面的な活用の推進
③文化施設以外でも文化芸術に触れる機会の提供

Ⅱ．こどもが文化芸術に触れ親しむ機会の拡充 Ⅲ．文化芸術による地域活性化

（１）文化芸術に関心をもつ機会の充実
①文化施設での多彩な企画展の開催と学びの場の創出
②幼少期から感性を育む鑑賞機会の提供
③ふるさと教育の推進
④学校教育との連携

（２）体験・発表する機会の充実
①こどもたちの文化芸術活動を企画・運営する人材の

育成・活用
②成長ステージに合わせた文化芸術体験機会の創出

（１）本県の豊かな文化資源の磨き上げによる文化
観光の推進

文化芸術を通じた関係人口の創出

（２）地域の魅力の再発見と地域活性化の促進
①富山の高度な“当たり前文化”の再評価、継承と

育成によるまちづくり
②特色ある文化芸術活動への支援
③伝統工芸産業の振興

（３）伝統文化の保存・継承の推進
①文化財の確実な次世代への継承
②文化財の公開活用の促進
③世界文化遺産登録に向けた取組みの推進

指標 現状
目標値
（R13）

県立美術館等の来館者数 70万3千人 80万人以上

県立美術館等と県主催文化芸術
事業の来場者満足度

R⑧個別ｱﾝｹｰﾄ
実施

１割以上の増加
を目指す

文化芸術を鑑賞した県民の割合
（オンライン鑑賞含む）

86.4%
(R⑦文化に関する
県民アンケート)

〃
(県政世論調査)

文化芸術活動をした県民の割合
（オンラインでの活動を含む）

41.0%
(R⑦文化に関する
県民アンケート)

〃
(県政世論調査)

指標 現状
目標値
（R13）

県内に文化や歴史など自信をもって誇

れるものが「たくさんある」と思う人

の割合

たくさんある

21.1%​

少しはある

67.5％

(R⑦県政世論

調査)

80%以上

県内主要文化施設・文化財への観光客

入込数（富山県美術館など20カ所）
194.2万人 215万人以上

指標 現状
目標値
（R13）

県立美術館等で鑑賞をした

こどもの満足度

R⑧個別ｱﾝｹｰﾄ

実施

１割以上の増加

を目指す

県主催文化芸術活動に参加

したこどもの満足度
〃 〃

時間を忘れて夢中になる

ことや没頭することがある

（うち10代～20代）

3.36

(R⑦ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ

県民意識調査)

増加を目指す

３つの柱と基本的な施策（案）

（３）地域とともに取り組む文化芸術活動の推進

現在策定中の新たな県民文化計画の骨子案（R8.7.30文化審議会資料）
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②

県内における主なホールの分布

氷見市芸術文化館:800

入善町民会館:560

黒部市国際文化センター:886

黒部市芸術創造センター:700

滑川市民会館:812

新川文化ホール:1,186

ムヒ北アルプス文化センター:992

高岡文化ホール:703

立山町防災児童館複合施設アカリエ:350
婦中ふれあい館:687

富山能楽堂:400

大沢野会館:500

城端地域伝統芸能会館:400

大門総合会館:342

アイザック小杉文化ホール:818

高周波文化ホール:1,220

クロスランドおやべ:932

砺波市文化会館:1,207

南砺市福野文化創造センター:613 庄川生涯学習センター:300

井波総合文化センター:670

高岡市生涯学習センター:403

ふくおか総合文化センター:300

（注）200席以上の階段式になるホールに限る

凡例

…県立

…市町村立

…民間

＊施設名の数値はホールの

最大収容人数を示す

富山市中心部
は次ページ
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9 オーバードホール・大ホール

富山国際会議場

富山市民プラザ

ボルファートとやま

インテックビル

農協会館

富山市中心部周辺のホール立地状況
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県関係施設

富山市関係施設

民間施設

10

500m

北日本新聞ホール

13

30年

27年

37年

42年

32年

47年

32年

1 県民共生センター・サンフォルテ 30年 350席

2 自遊館 30年 450席

3 県民小劇場・オルビス 39年 200席

4 高志会館 40年 240席

5 県民会館 62年 1,105席

6 教育文化会館 52年 621席

7 総合福祉会館・サンシップ 27年 300席

8 オーバードホール・中ホール 3年 652席

2,196席

825席

283席

500席

450席

530席

250席

築年数 席数

※ 上記のうち、文化行事（コンサート・演劇等）
によく利用されている施設

計７施設 5,307席
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④

○ 県立文化ホールの多くが開設から年数が経過しており、老朽化
や将来的な維持管理が課題

○中長期的視点に立った文化ホールのあり方や、オール富山での
最適配置などを追求していくうえで、特に、富山市内において
県立以外の施設も多く存在することから、各施設の機能、収容
人数、利用実態などを踏まえ、より詳細に検討していく必要が
あるのではないか。

県立文化ホールに関する課題等
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